
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

| 日 時 | 2022 年10 月 29 日（土） 12 時 00 分より受付 
 
◇ 基調講演 
◇ 発表セッション 

 
| 会 場 | 北海商科大学 2 号館５階 多目的ホール 
 

  

Society for Hokkaido Tourism Research 

北海道地域観光学会 第 9 回 全国大会 



 
 

 

■基調講演 
 

『地域観光の未来 - 自律的地域観光振興に向けての問題提起 - 』 

講師  伊藤  昭男（北海商科大学学⾧）（北海道地域観光学会 初代および第４代会⾧） 

 

■発表セッション 
 

1. 中国農村観光の新動向：農村におけるアウトドア観光の発展 

- 北京市近郊におけるオートキャンプを事例として - 

郭  倩（北海商科大学） 

 

2. 北海道の観光産業による温室効果ガス排出量の推計 

- 持続可能な観光に向けた基礎的検討 - 

澤内  大輔（北海商科大学） 

 

3. 北海道・函館における地域遺産基軸型の都市持続化の試み 

- 観光を活用した地域イノベーションに関する研究 - 

池ノ上  真一（北海商科大学） 

 

4. カフェ巡りは観光か？- カフェツーリズムノススメ - 

伊藤  寛幸（北海商科大学）・岡田  琴美（北海商科大学） 

 

5. 韓国の農産物直売所は地域観光拠点としてのポテンシャルを有するか？ 

- 全羅北道の一般消費者を対象としたインターネットリサーチからの接近 - 

宋  柱昌（韓国全羅北道庁）・山本  康貴（北海道大学）・赤堀  弘和（北海道大学） 

 

6. 北海道におけるフードツーリズムの可能性について 

深澤  史樹（北海商科大学） 

 

7. ウイグル族集住地域の「観光空間」化 

- カシュガル旧市街地から見えてくるものとは？- 

山田  勅之（北海商科大学） 


